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実験結果
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鋼繊維補強コンクリートを適用した耐震壁の開発

研究の目的

近年，当社では建物の外周部や中心部に耐震壁を集約させることで，建築計画の自由度を高め，室内空間を広く確保する設
計方法を多く採用しています。剛性の高い耐震壁を用いると大地震時の建物全体の変形を小さく抑えられるため，天井の落
下等の非構造部材の損傷を防ぐことにも有効です。しかし，そのような建物は大地震時に耐震壁に大きな力が作用すること
により，ひび割れなどの損傷が大きくなりやすく，急激に耐力が低下する危険な壊れ方をしやすいため，それらを防ぐため
に耐震壁を厚くし，鉄筋を多く使用する必要がありました。本研究では，鋼繊維補強コンクリートを耐震壁に用いることで，
大地震時のひび割れなどの損傷抑制と強度と変形能力について，従来と同等以上の構造性能を従来よりも薄い壁厚と少な
い鉄筋量で実現し，構造安全性を高めた建物を提供することを目指しています。

技術の特長

鋼繊維補強コンクリートを耐震壁に用いることで，大地震に対する構造性能を向上させ，これまで以上に安全かつ安心な建
物を提供することができます。さらに，普通コンクリートを用いた耐震壁では地震時に大きな損傷が想定され，大きな断面
の柱と梁を用いざるを得なかった建物にも，本技術により耐震壁を適用できるようになるため，大地震時の変形が小さい建
物を低コストで提供できるようになります。

主な結論と今後の展開

鋼繊維による耐震壁の補強効果を検証するために，鋼繊維の有無や鉄筋の配筋量をパラメータとする構造実験を実施しま
した。実験の結果，鋼繊維の混入によりひび割れ幅が抑制できること，大変形時の耐力低下が抑制できることなどを確認し
ました。今後は，実験で検証した鋼繊維による補強効果を建物の設計に適切に反映する設計手法を構築して本技術を実用化
していきます。
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